
的
安
基

一一つ

鬼

詩
を
読
み
解
く

i
虚
構
と
史
実
と
の
関

i

め
た
っ
そ

い
つ
で
あ
っ
・
た
か
、

て
の
設
允
間
約
を
追
い
は
じ

チ
、
…
鵠
ニ
メ
i
ト
ル
一
一
一
関
セ
ン
チ
で
あ
る
c

ア
に
近
い

こ
ん
で
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

しミ

い
つ
つ
Juu
、
ふ
ι

、の

ニ
セ
ンド

松

本す

の
始
ま
り
に
な
じ
め
な
い
で
い
た
。

九
七
密
年
盟
問
け
か
ら
の

そ
の
問
、
元
米
明
初
の
文
学
家
で
は

91 

し

、易、
m

ハW

B
U
ナ
ム

つ
い
て
は
ほ
と

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
切
り
こ
み

い
っ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

の

の
人
ら
六
氏
と

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ

周
の
誌
に
出
た
。

る
こ
と
が
私
の

g
的
の

一
つ
で
あ
っ
た
c

へ
の
命
令
流

市
内



の
「
太
平
天
国
侍
王
（
李
世
賢
）
府
」
の
建
物
の
一
角
に
官
競
姿
の
宋

青
年
時
代
に
、
石
門
書
院
で
勉
学
し
て
い
た
お
り
に
し
ば
し
ば
こ
こ
で

議
像
が
あ
っ
た
。
彼
の
生
地
は
そ
こ
か
ら
北
方
約
五
0
キ
ロ
の
浦
江
県
読
書
し
休
息
し
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
私
も
大
き
な
岩
を
よ
じ
の
ぼ
り
覆

い
か
ぶ
さ
る
岩
と
の
隙
間
に
し
ば
し
身
を
横
た
え
て
み
た
。
こ
の
石
門

に
あ
り
、
観
光
案
内
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
応
用
内
の
「
鄭
託
義
内
」
内

に
は
鳴
の
祭
禎
期
の
「
宋
文
蜜
公
洞
碑
記
」
が
あ
り
、
ま
た
県
域
の
北

五
キ
ロ
の
仙
葉
山
で
彼
は
道
士
と
な
り
躍
を
結
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
っ

た。
金
慈
市
か
ら
東
へ
向
か
う
と
劉
暴

て
く
る
。

ま
ず
市
か
ら
束
三
0
キ
ロ
の
武
義
県
西
南
…
…
0
キ
ロ
の
郊
外
に

太
極
星
象
村
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
劉
基
が
天
体
観
測
に
よ
っ
て
設
計
し

指
揮
し
て
造
ら
せ
た
村
だ
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は

り
、
中
に
、

の
写
真
が
掲
げ
て
あ
り
、
罷
水
市

代
の
処
州
路
）
青
田
県
の
「
出
生
地
南
田
武
陽
村
故
居
」
と
記
さ
れ
て
が
あ

踊
か
ら
さ
ら
に

ロ
東
南
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
青
田
県
が
あ
る
が
、

「
南
田
（
鎮
）
武
陽
村
」
は
、
地
国
で
み
る
と
県
域
よ
り
四
0
キ
ロ
西

の
南
町
山
を
越
え
た
南
に
あ
り
、
現
在
で
は
温
州
市
文
成
県
に
属
し

て
い
る
。
そ
こ
に
は
廟
と
墓
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
短
期
間
の
パ
ス
旅
狩

で
行
け
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
か
っ
た
。
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私
は
祝
允
明
の
舎
を
壁
か
ら
は
ず
し
、
田
部
議
刊
初
繍
所
牧
内
太
師

、
す
な
わ
ち

（
烏
程
許
氏
議
明

が
あ
る
。

あ
っ
た
。
武
義
沼
市
か
ら
育
部
県
へ
は
東
南
に
一
七
0
キ
ロ
以
上
の
距
離
本
。
以
下

ら
点
を
切
り
は
じ
め
た
。
切
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
林
家
騒
点
校

つ
い
で
武
義
沼
町
か
ら
東
南
八
0
キ
ロ
余
の
と
こ
ろ
に
麗
水
市
が
あ
り
、

す
で
に
東
シ
ナ
海
へ
と
流
れ
て
い
る
甑
江
に
治
っ
て
さ
ら
に
六
0
キ
ロ

余
を
下
っ
た
対
岸
に
青
田
県
「
石
向
調
」
が
あ
る
。
そ
こ

議
題
却
が
天
懸
か
る
景
勝
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

が
あ
り
、
「
菌
師
床
」
と
銘
打
た
れ
た

そ
の

と
記
す
）
巻
十
一
の

詩
と
校
対
し
な
が

所
江
古
籍
出
版
社
）
を
参
考
に
し
た
。
長
短
雑

八
八
勾
か
ら
な
る
古
詩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
全
文
の
あ
と
に
祝

氏
の
次
の
よ
う
な
後
書
き
が
あ
る
。

烏
躍
。
一
前
謂
ニ
鬼
、

設
（
推
掲
金
華
如
此
。
至
於
奇
博
奥
除
之
齢
、
又
党



を
揺
し
、

ら
成
り
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る

の釘ザ」「は…「。」

。を
得
ず
、

そ
し
て
第
三
一
一
…
匂
め
か
ら
は
、

，烏

臼
H

、a
k
γ

、a
r仁
総
均
f＼

｝求
1
2
u
w

，4
1

v

工
2
4

、

：； 

間
烏
の
鳴
く
を
停
ど
め
ざ
れ
ば
、
大
法
も
九
つ

（
て
だ
て
）

ん
。
周
公
も
公
為
ら
ず
、
孔
丘
も
丘

為
ら
ざ
ら
ん
。

と
あ
り
、
つ
づ
い
て
第
三
九
句
め
か
ら
は
、

点
目
川
既
別
露
、

四

シ
｝
と
り

各
お
の
一
地
に
捉
え
て
也
、
っ
。

と
吾
鳥
と
は
、
然
る
設
に
鳴
き
て
歌
歌
た
り
。
…
縄
自
白
川
は
援
に
処

」
ザ
乞
則
的

γ
円、し、

て
窓
尤
（
あ
や
ま
ち
）
を
省
み
る
。

と
あ
る
む

不

こ
の
「
ニ

の
指
す
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、

の

一は、

の
劉
関
が

い
っ
ぽ
う
で
欧

〉｝
1
レ、

詩
で
、

で
、
と
も
に

4
匂

・
社
の
為
に
作
る
」
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
「
悶

お

も

お

の

に
意
う
に
此
れ
は
担
だ
公
は
己
れ
と
孟
郊
の
為
に
作
る
の
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み

な
る
者
は
弓
れ
な
り
。

な
る
者
は
孟
郊
な
り
。

鴎
初
め
は
亦
た
援
い
無
き
能
わ
ざ
る
も
、
近
く
葛
氏

の

に
日
に
此
の
説
有
り
」
と
の
ベ
る
。

を
説
に
し
た
が
っ
て

詩
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ニ
鬼
は

っ
J
L
、

を
語
い
て
金
泰
太
史
に
設
ぶ
な
ら
ん
。
設
（
の
金
撃
を
誰
揺
す
る
こ
と
此

，、、ノ円
μ
J
3

／
＼
月
v
’w
u
p
l
L

…

っ
た
こ
と
か
ら
「
太
史
」

と
称
さ
れ
る
。
「
奇
博
奥
険
の
辞
に
宝
つ
て
は
、

・
馬
慰
問
の
其



の
下
に
在
る
を
覚
ゆ
」
と
は
、
そ
の
奇
険
な
照
辞
に
お
い
て
は
、
産
人
エ
「
汚

蝕
詩
」

で
す
ら
そ
の
下
方
に
つ
く
と
み
な
（
劉
碁
の
弟
子
で
息
子
曜
と
仲
環
の
友
人
）

一
二
六
月
、
江
部
行
省
処
州
路
青

す
の
で
あ
る
斗
正
揺
了
卯
夏
六
月
、
古
寺
に
納
涼
し
、
書
し
て
以
っ
て

日
黙
を
解
く
」
と
は
、
悶
一
一
年
（
一
五

O
七
）
、
関
十
八
歳
、
ヤ
丸
度
め
の

会
試
を
控
〉
え
た
前
年
、

の
叩
録
制
川
府
長
間
保
か
、
あ
る
い
は
南
京
で

の
筆
で
あ
る
。
「
太
原
」
は
龍
父
祝
績
が
山
富
布
政
調
右
参
政
で
あ
っ
た

時
に
こ
こ
で
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
こ
の
地
名
を
肩
書
き
に

汚
い
る
。一克

荒
唐
無
稽
な
神
話
風
の
こ
の
詩
に
お
い
て
、
人
物
・
土
地

件
松
一
プ
ゼ
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
人
物
に
つ
い
て
い
え
ば
「
調

鬼
」
が
鰐
基
・
宋
漆
を
指
す
ほ
か
に
、

が
暁
担
朱
元
簿
を
指
す

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

朱
元
環
は
一
冗
の
宝
正
十
六
年
（

、
…
一
十
九
歳
、
江
市
川
等

処
行
中
審
省
の
う
ち

す
な
わ
ち
設
の
南
京
を
根
拠
地
と
し

て
応
天
府
と
改
め
た
。
こ
の
詩
は
劉
碁
と
宋
譲
が
南
京
に
赴
い

か
ら
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
そ
れ
ま
で
の
こ
人

た
ど
っ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

開
針
葉
に
つ
い
て
は
主
に
明
の

巻
九
八
の
伝
と
北
田
一
伯
生

の
「
行
状
」
に
よ
る
。

部
恭
は
一
冗
の
豆
大
羽
年
（

関
県
に
、
遂
島
県
教
議
銭
燐
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
郡
校
で
勉
学
の

の
ち
元
統
一
%
年
（
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
）
に
進
士
と
な
っ
た
。
し
か
し
蒙
古
・
急
自
・

漠
人
・
商
人
の
四
身
分
制
の
も
と
で
第
四
身
分
に
属
す
る
者
の
出
没
は

望
め
な
か
っ
た
。

二
三
一
一
六
）
江
西
行
省
端
州
路
高
安
県

の
県
丞
（
保
の
序
山
内
第
一
二
位
、
口
問
措
な
し
て
笠
正
八
年
（

一
二
四
八
）

杭
州
で
江
滋
館
山
学
提
挙
（
従
七
口
問
）
、

ニ
年
、
街
東
元
帥
府
都

（
従
七
口
問
）
な
ど
を
邸
側
続
的
に
授
託
し
た
あ
と
、
一
光
政
府
に
よ
る
東
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南
海
道
の
滋
雄
方
谷
珍
の
招
安
に
抗
議
し
て
、
主
立
十
八
年
求
、
処
州

銘
総
官
府
判
官
（
正
七
口
問
つ
・
）
の
辞
令
を
築
て
て
帰
郷
し
た
。
寓
話
集

は
こ
の
時
の
著
作
で
あ
る
と
、
「
行
状
」
は
記
す
。
と
す
れ
ば
わ

ず
か

」
と
に
な
る
。
翌
年
冬
に
は
朱
元
惑
が

処
州
を
占
領
し
た
か
ら
で
あ
る
。

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

ー
ν
’
2
0

j

i

 
上

慌
に
（
金
葉
県
を
含
む
）
婆
州
（
路
）
を
取
り
、

の
名
を
問
問
き
、
捜
い
を
遣
わ
し
束
掃
を
以
っ
て

（
中
路
）
誠
一
に
龍
泉
（
処
刑
路
下
）
の
掌
溢
、
麗
水



い
た

…
…
人
と
問
問
道
窃
り
金
陵
に
諮
り
、
「
特
務
十
八
た
箭
を
乗
る
を
以
っ
て
沈
滞
に
死
す
」

こ
と
と
し
て
、

五
郎
処
州
に
克
ち
、
（
中
略
）

も

こ

と

ご

と

に
璃
し
十
一
本
計
有
れ
ぱ
、
尽
く
君
、
っ

J, 

0 

Lミ

つ

＼曜、

月

一
O
の
訟
は
、

で
の
こ
と
と
し
て
、
幼
持
よ
り
聡
敏
強
記
で
あ
っ
た
こ

J, 
」目、

っ
し、

。
そ
し
て
翌

い
を
遺
わ
し
東
取
を
以
っ
て
公

を
召
す
。
公
は

十

乃
わ
ち
騒
然
と
し
て
起
ち
、

シ
〕
ぷ
℃

と
需
に
召
に
赴
き
て
建
議
に
歪
り
入
見
す
」
（
「
察
公
神
道
醇

の銘
」
）
と
あ
る
。
南
京
に
赴
く
さ
い

の
名
が
欠

、7
r
L
、a

，
a
f

；
て
し
ナ
ヘ
カ

の
こ
と
と
し
て
、

「
黙
に
召
に
赴
き
、

て
市
対
を

買
い
、
橋
江

を
活
り
て
萌
し
」
、

の
「
思

mm

た
こ
と
、

つ
づ
け
て
次
の

〕
と
わ
っ
て
小
議
内
山
中
に
臨
践
し
葉
を
か
わ
し
た
場
揺
を
描
い
て
い
る
（
「
徐
方
舟
墓
銘
」
）
。

一
一
月
戊
子
朔
の
こ
と
と
し
て

こル｝、

（
一
冗
伐
の
婆

州
路
）
沼
町
し
、
上
、

家
j益
密
；＼ 
とつ
関与て
にu之
晃され
ゆ。を
る後

－
十
九
年
の
こ
と
で
あ
り
、

一
十
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。

の
文
家
に

よ
る
と
、
「
戊
成

冬
、
上
婆
州
に
親
征
す
」
（
「
毛
公

。
こ
の
時
の
こ
と
を
「
戊
成
の
愛
」
と
称
し
、
妹
の
宋
翠
も
「
亦

は
四
氏
の
荷
京
入
り
を
至
正

、

金

》

O

L
F
S
 部

と
し
て
私
が
意
留
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
句
の

こ
と
で
あ
る
。

一
八
八
句
会
て

を
殺
り
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
た

だ
キ
i
ワ
i
ド
と
な
る

だ
け
は
全
て
を
拾
い
あ

シ
」

げ
る
こ
と
に
す
る
。
原
文
詩
句
の
頭
の
数
字
は
匂
顕
で
あ
り
、
勾
米
の



匂
点
「
。
」
は
脚
韻
を
一
示
す
。

第
一
段
、
天
地
開
鶴
と
ニ
鬼
の
活
動

i
i
朱
元
議
政
権
の
割
成
と

劉
基
・
宋
漆
の
参
与

盟
国
昔
盤
古
初
開
泣
八
一
地
時
。
以
土
鴬
肉
石
震
骨
、
水
鶏
血
統
芸
局
皮
。

鰭
う
昔
盤
古
初
め
て
天
地
を
開
き
し
時
、
土
を
以
っ
て
肉
と

そ
ら

為
し
石
も
て
骨
と
為
し
、
水
も
て
血
紙
と
為
し
天
も
て
皮
と
為

す。

縦
一
凶
肢
宙
開
店
成
定
位
、
乃
以
一
回
忌
府
間
刊
紙
、
－

m勿
龍
淫
部
議
決

生
癒
撲
。
四
肢
古
体
成
な
位
を
定
む
る
に
、
乃
わ
ち
日
月
を
以
っ
て
溺
限

L

h

悼

と
為
し
、
：
：
：
淫
邪
を
使
て
発
浅
し
て
癒
撲
を
生
ぜ
し
む
る
勿

し

013 
鬼雨
眼
相
逐
走
不
詩文

由
工
叩
守
以
南

や

雨
間
慨
は
相
い
逐
走
し
て
駄
め
ず
、

あ
わ

病
患
を
生
ず
る
を
慰
れ
み
、
申
ム
叩
し
て
守
る
に
両
鬼
を
以
っ
て

其
の
労
逸

し
、
名
づ
け
て
総
務
と
欝
儀
と
目
、
っ
。

道
教
系
の
立
回
目
経
内
景
経
」

ハ
却
水
ペ
ノ

l
j
v
 

と
あ
り
、

の
注
は
「
欝
儀
は
自
に
奔
る
の
仙
、
結
球
は
月
に
奔

る
の
仙
」
と
す
る
也
、

側
内
外
車
宮
各
職
戦
、
惟
有
雨
鬼
荷
隈
議
官
仇
長
相
追
。
有
物
来
掩
犯
、

溺
鬼
随
部
揮
刀
銭
。

に
見
え
る
。

内
外
の
皇
官
は
各
お
の
職
職
（
あ
ま
た
）
な
れ
ど
、
惟
、
だ
陣
鬼

の
荷
限
の
み
有
り
て
忠
一
夜
に
長
く
柏
い
追
う
。
物
の
来
た
り
て

掩
犯
す
る
有
れ
ば
、
両
鬼
は
随
い
て
郎
わ
ち
刀
銭
を
揮
、
っ
。

「
有
物
来
掩
犯
」
と
は
郵
隠
湖
町
近
を
根
拠
地
と
す
る
群
雄
際
友
諒
を

一
十
年
間
五
月
朔
、
水
草
で
も
っ
て
長
江
を
下
り
、

の

の
太
平
銘
を
間
伐
し
た
。
つ
い
で
翌
年
の
記
事
と
し
て
『
太
祖
笑

た
だ径
ち
に
（
江
西
行
省
の
）
江
州
（
現
在
の
九

＆の

寧
を
悉
げ
て
茜
へ
上

96 

を
進
取
す
る
こ
と
を
請
う
。
（
八
月
）

る
に
、
友
諒
は
衆
を
率
い
て
走
げ
、
湖
広
の
江
州
降
る
」
と
記
す
。

こ
の
戦
闘
の
誼
前
に
劉
基
は
母
の
一
計
報
に
譲
し
た
。
「
行
状
」
は
次
の

「
初
め
公

の
喪
を
聞
き
悲
濁
し
て
郎
わ
ち
婦
ら

っ
て
之
れ
を
窓
留
し
、
開
閉
す
る
に
成
功

を
以
つ

公
己
む
を
得
ず
征
伐
に
従
う
。3lv 

て
煽
り
、
上
は
札
官
を
遺
て
伴
送
せ
し
め
、
累
ね

」
に
主
り
て

し

思
礼
譲
だ
一
厚
し
」
。
い
っ
ぽ
う
鄭
婚
の
「
宋
公
行
状
」



9

M

ふ
。
品
、

｛
｛
 

’」、；
 

｝
の
年
の
八
月
、

（
休
暇
）
も
て
帰
り
て
親

の
賜
有
り
、
立
つ
日
わ
く
、
織
の
一
語
感
、

と
記
さ
れ
る
。

朕
素
よ
り
之
れ
を
知
る
、
故
に
此
の
賜
有
る
の
み
、

第
二
段
、

ん
小
剥
凶

叩
芸
術
怜
溺
鬼
、

る
駒
山
労
休
暇

i
l

の
服
喪
と
宋
識
の
帰

む。

あ
わ

天
帝
は
悶
鬼
を
怜
れ
み
、

あ
そ

て
入
閣
に
挨
ば
し

049 

鬼
は
出
狗
に
采
り
、
定
り
て
織
女
黄
姑
の
践
に
向
か
う
。
将

、

h
叶
F

肉
を
食
ら
し、
「，＜

場2嬰
l’き υ内

議玄
賄罪
ヰン f)J 

i追号？

七五
今立
の
群

ア

と
あ
り
、

る
と
き
に
道
士
が
後
を

」

》

）

附
身
騎
育
部
一
鶴
、

061 

の
内
獄
中
初
平
が
羊
を
牧
し
て
い

鬼
は
岳
家
に
乗
り
、
提
え
る

・
赤
成
見
を
以

っ
て
す
0

・
：
：
：
身
づ
か
ら
青
田
の
議
に
騎
り
、

。〉

芝
（
ひ
じ
り
だ
け
）
を
採
る
。

二
十
六
小
綿
天
」
の
記
載
が

F七

あ
り
、
そ
の

に
「
周
廼
閤
十
五
阜
、

け
て

自
い
、
処
刑
青
田
県
の
撰
に
在
り
」
と
あ
る
。
部
の
「
石

の
こ
と
ら
し
い
。

内
山
南
鬼
自
主
人
上
部
、
則
的
役
道
路
組
問
問
一
定
待
相
問
問
知
0

・
・
間
関
鬼

各
借
関
、
始
知
相
去
近
不
透
、
何
得
不
一
樹
見
殺
情
語
。
構
詔
不

得
設
、
鷲
得
不
相
思
。

よ

一
向
鬼
天
上
従
り
則
的
か
れ
て
自
り
、
則
的
後
に
道
路
臨
隠
し
て
相

97 

い
関
知
す
る
を
得
ず
。

の
知
人
に
た
い
し
て
）
跨

鬼
は
各
お
の
借
問
し
、
始
め
て
招
い

こ
と
近
く
し
て
遠
か

ら
ざ
る
を
知
り
、
何
ぞ

た
び
格
い
晃
て
南
詞
を
叙
ベ
、
さ
る
を

得
ん
（
ど
う
し
て
叙
べ
な
い
で
お
れ
ょ
う
か
）
。

叙
ぶ
る

を
得
ず
ん
ば
、

い
怠
わ
ざ
る
を
得
ん
（
ど
う
し
て
思

わ
な
い
で
お
れ
ょ
う
か
）
。

第
一
一
一
段
、
天
変
地
異
、
天
管
の
擢
病

1
1
1
一
一
氏
の
還
京
、
夜
友
諒
・



083 
棺張
思士
人誠
間と
五の
十戦
年弱

未
抵
天
上
五
十
炊

い
た

人
間
に
相
思
す
る
こ
と
五
十
年
、
来
、
だ
天
上
の
五
十
の
炊
に
抵

ら
ず
。は
い
か
に
も
神
話
風
で
あ
る
が
、
物
語
と
し
て
は
五
年
が

ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
民
間
で
五
年
間
、
お
互
い
に
友
情
を

確
か
め
、
幕
府
で
の
五
年
間
の
飯
炊
き
、
す
な
わ
ち
宮
仕
え
か
ら
は
解

放
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
劉
基
は
翌
主
正

一年（

の
中
一
様
、
そ
れ
も
お
そ
ら
く
正
月
に
は
沼
遼
さ
れ
て
い
る
。
服
喪
期
間
の

大
騒
な
短
縮
で
あ
る
。
宋
議
も
向
年
五
月
に
設
置
さ
れ
た
札
賓
館
に
お

ゃ
て
殺
め
ず
」
（

）
で
あ
っ
た
。

い
て
劉
基
と
も
ど
も

術
忽
然
字
寵
愛
差
異
、
六
月
落
雷
泳
天
達
。

ふ

忽
然
と
し
て
宇
宙
は
差
異
を
変
え
、
六
月
に
雪
落
り
天
遼
（
都

通
り
）
を
氷
ら
す
。

mw
鰐
魚
持
尾
新
日
新
巨
禁
潟
、
蓬
莱
宮
倒
水
没
栂
。

ふ

鰐
魚
は
尾
を
掠
り
て
豆
驚
（
宮
殿
の
象
鍛
の
大
亀
）

の
脚
仰
を
研

折
し
、
（
策
が
背
負
う
）
蓬
莱
蓄
は
倒
れ
て
水
揚
（
の
き
）
を
没
す
。

間
天
帝
友
右
級
…
扶
持
。
蚊
議
資
、
滋
魔
的
撲
。
慨
唱
謄
幌
血
問
問
抱
脱
出
。

蚊
鼠
蚤
滋
蝿
納
娯
は
、

す
す

血
を
階
り
て
飽
肥
を
臨
る
。

間
雨
鬼
大
協
傷
、
身
如
受
務
答
。
便
欲
相
約
討
爽
典
夫
帝
盤
。

両
鬼
は
大
い
に
協
傷
し
、
身
、
づ
か
ら
祷
答
を
受
く
る
が
如
し
。

た
ず

使
わ
ち
祁
い
約
し
て
薬
を
討
ね
天
帝
の
翠
（
い
し
ゃ
）
に
与
え

ん
と
欲
す
。

「
ム
ハ
丹
」
は
史
実
に
一
致
す
る
。

二
十
一
二
年
の
こ
の
月
に
糠
友
諒

の
戦
協
が
始
ま
っ
た
。
南
京
が
侵
冠
さ
れ
た
り
朱
元
環
が
擢
病
あ

一、、，〆

る
い
は
負
協
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
配
下
の
洪
都
（
南
日
田
県
）
が
長

期
に
わ
た
っ
て
包
屈
さ
れ
、
部
将
に
戦
死
者
が
出
た
。
七
月
に
は
都
陽

湖
で
決
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
部
え
ば
そ
の

98 

一
一
日
の
こ
と
と
し
て

は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
際
友
諒
復
た
大
い
に
戦
い
、
辰
（
午

前
八
時
）

ahリ
巳
（
時
十
時
）
に
歪
り
殺
協
す
る
一
昨
巾
認
を
逸
ぎ
（
敵

の
如
し
。
判
例
基
公
（
米
先
環
）
に
侍
す
る

さ

げ

す

み

や

に
、
忽
ち
大
い
に
公
に
呼
び
て
舟
を
更
え
し
む
。
公
箆
か
に
他
舟
に

みの
h
n
f

～

前
hm
磁
に
中
れ
り
」
。
八
月
二
十
六
日
、
障
友
諒
が
戦
死

の
方
が
多
く
て

入
る
に
、

し
、
湖
南
湖
北
が
朱
元
議
の
版
図
と
な
っ
た
。
つ
い
で
は
長
江
下
流
の

蘇
州
地
方
を
摂
拠
と
す
る
張
士
誠
と
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も

陳
氏
を
先
に
討
て
ば
「
張
氏
は
嚢
中
に
物
を
探
る
が
如
き
の
み
」

と
観
基
は
進
言
し
て
い
た
。

十
五
年
（
二
一
一
六
五
）
十



月

の
杭
間
占
額
、
さ
ら

、動
」

正

十
月
か
ら
元
朝
廷
へ
の
北
伐

の
制
定

の
郎
従
と
間
的
郭

く

水

，芝、£万一行，

し

悉
く
礼
譲
を
踏
み
父
締
を
率

ば
し
む
c

閣
の
文
公
・
魯
の
伴
走

し二
十
八
年
（

一
一
一
六
八
）
正
月
四
日
、
盟
十

郎
防
一
し
た
。

天
地
を
南
郊
に
詑
り
、

99 

史

ニ
口
問
）

十
一
月
十
八
日
附
で
太
祖
は

つ

く
の
上
京
を
提
し
、

践
の
、
心
に
欠

一一一七
O
）
の
七
丹
茶
白
、

い
し
て
「
弘

）
を
下
し
て
、
「
節
次
（
お
り
ふ
し
）
朕

し
げ
は

の
征
行
に
隠
い
、
間
同
蝦
に
於
げ
る
ん
徐
に
数
し
ば
孔
ヱ
J

の
舎
を
以
っ
て
我

」
と
の
ベ
、
ま
た
「
後
に
老



い
ず

い
の
甚
だ
し
く
て
帰
る
も
、
朕
は
何
れ
の
時
と
し
て
忘
れ
ん
や
一
と
も

の
べ
て
い
る
。
つ
い
で
十
…
月
某
告
に
は
「
誠
意
伯
詩
」
（

こ
が
下
さ
れ
「
食
禄
一
一
百
四
十
石
も
て
以
っ
て
終
身
に
給
う
」
と
さ

れ
た
。
柏
爵
は
正
一
品
の
公
・
侯
に
次
ぐ
。

「
行
状
」
に
よ
る
と
劉
基
は
洪
式
四
年
の
正
月
に
「
帰
老
を
郷
里
に

賜
わ
り
」
、
二
月
四
日
に
家
に
誤
る
と
、
た
だ
ち
に
「
謝
患
表
」
（

巻

）
を
長
男
の
部
瑳
に
持
た
せ
た
。
そ
の
八
月
十
一
一
一
日
午
時
附
で
太

祖
は
「
手
書
」
（

巻
こ
を
送
り
、
天
象
に
つ
い
て
の
質
問
を

し
た
。
ま
た
「
九
月
三
十
日
」
に
菌
萄
を
平
定
し
た
皆
の

局
文
」
（

巻
こ
を
送
り
、
「
平
西
易
額
」
を
作
る

た
。
別
立
年
も
劉
基
は
家
那
に
お
い
て
平
穏
に
隠
居
し
て
い
た
。

第
五
段
、
天
帝
の
激
器
、
両
鬼
の
捜
索
、
逮
捕
、
幽
閉

1
1
1細部基

の
上
京
、
謝
罪
、

四
謀
之
不
能
行
、
不
意
天
帝
錯
最
悪
、
諸
此
是
我
所
童
話
。
砂
砂
求

雨
鬼
、
何
敢
越
分
生
思
堆
。
願
限
向
｛
協
定
宮
、
洩
漏
造
化
機
。

お
も

之
れ
を
謀
り
て
行
う
能
わ
ざ
る
に
、
意
わ
ざ
り
き
天
帝
笹
州
市
部

台
ホ
ド
ν

（
安
め
と
怒
り
）
を
錯
え
、
諸
え
ら
く
は
「
此
れ
は
是
れ
我
め

念
Am

身。
巾
均
一
に
為
す
べ
き
所
な
り
。
砂
砂
た
る
求
の
蹄
鬼
の
、

て
分
を
越
え
て
思
惟
を
生
じ
、
甑
淑
（
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
）
と
搭

巻

首
に
向
か
い
、
造
化
の
微
を
洩
捕
す
る
か
」
と
。

国
山
急
詔
飛
天
神
芸
臨
ハ
我
捉
此
南
鬼
拘
囚
之
。
勿
使
在
人
盛
一
倣
出
妖
粧

奇。

た
め

急
ぎ
飛
天
神
主
に
認
し
て
「
我
が
与
に
此
の
両
鬼
を
捉
え
て
之

？レ

れ
を
拘
闘
し
、
人
震
に
在
り
て
妖
怪
の
奇
を
倣
出
せ
使
む
る
勿

か
れ
」
と
。

間
飛
天
神
玉
得
天
帝
認
、

絡
銭
構
、

莫
故
隠
鬼
走
逸
入
険
機
。

飛
天
神
王
は
天
帝
の
詔
を
得
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
五
百
夜
叉
を
召

も

あ

と

し
、
金
縄
を
帯
び
、
鉄
網
を
将
ち
、
践
を
尋
ね
跡
を
逐
い
、
両

100 

鬼
を
放
ち
て
走
逸
し
険
機
に
入
る
こ
と
莫
か
ら
し
む
。

間
捜
制
約
九
寓
九
千
九
百
九
十
九
仰
関
谷
成
、
捉
住
雨
鬼
、
浪
精
光
活

知
現
璃
。

九
万
九
子
九
百
九
十
九
初
の
酒
谷
の
肢
に
捜
到
し
、
関
向
泌
を
捉

住
す
る
に
、
設
跨
は
光
活
し
て
理
璃
の
如
し
。

m養
在
銀
総
銭
柵
内
、
衣
以
文
采
食
以
襲
。
莫
教
突
出
議
絡
外
、
踏

折
地
斡
綴
天
維
。
関
鬼
亦
自
相
額
説
、

向
出
可
枕
一
寸
待
天
帝
怠
怒
解
猪
惑
、
依
欝
天
上
作
伴
部
門
遊
戯
。



三号、

に
文
采
を
は
っ
て
し
食

の
外
に
突
出
し
て
、

し

時
鬼
…
も
亦
た
自

か
ら
天
帝
の
に慈
｛学りて
司0 ”ι gエヰf
-:i: -:i: 蓄と
作な議、ゃく
しめ楽
て錆し
問主惑み
に℃をて

出
に
故
h
リ

の
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
劉
基
ら
が
越
権
行
為
に
及
び
太
祖
が

設
慈
し
た
と
す
る
事
件
を
、
っ
か
が
わ
せ

手J、

の
か
ぎ

り
に
お
い
て
は
見
え
な
い
。

詩
句
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
太
担
の
怒
り
は
鍔
議
が
退
休
し
た
洪
武

間
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

た
し
か

つ
は
、
洪
武
六
年
正
月
、

っ
た
。
そ
の

に
近
い
淡
洋
と
い

て

」
の
こ
と
に
つ
い

の
墓
地
に
し
よ
う
と
し
て
の
方
鑓
で
あ
っ
た
の
だ
と
、

の
胡
堆
騒
が
そ
の
翁
怒
を
稽
ら
す
た
め

も
う

…
つ
は
時
を
向
じ
く
し
て
、
地
元
で
あ
っ
た
反
乱
を
蔀
基
が
息
子
の
鶴

瑳
を
や
っ
て
相
続
廷
に
報
告
さ
せ
た
さ
い
、

し
て
十
際
一
々
に

刊
明
惟
腐
を
怒
ら
せ
た
。
側
部
廿
裁
は
問
年
七
月
、
「
入
朝
し
て
堆
だ

（
「
行
状
」
）

で
あ
っ
た
。
太
祖

る
の

は
殺
を
処
罰
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
そ

＼ρ 

な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
に
再
会
し
た
翰
林
侍
読
学
士

「
手
を

て
相
い
跨
織
し
、

一
送
宋
伶

で
あ
っ
た
c

洪
武
八
年
に
入
つ

の
ん
絹
が
篤
く
な
る
と
、
そ
の

太
字旦

で
lま

の

に
作
る
）
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で
は
か
つ
て
の
怒
り
に
雪
及
す
る
が
、
そ
れ
は
越
権
行

為
に
た
い
し
て
で
も
、
土
地
の
領
有
に
つ
い
て
で
も
な
い
。
ま
ず
初
め

朕
開
く
、

に
去
、
つ
有
り
、

だ
さ
ず
。

に
、
其
の
名
を
潔
く
せ
ず
」
と
。

こ
れ
は

で
あ
る
燕
の
恵
壬

に
あ

へ
の
盗
品
口
、
「
怠
（
の

の
な
か
に
克
え
る
。

名
を
潔
く
せ
ず
」
は
、
国

い
た
て

こ
と
を
し
な
い
、
と
い
う
意
味
。
こ
こ
は
劉
萎
に
た
い
し

の
よ
う
に
朝
珪
を
去
れ
と
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。



さ
て
洪
武
閤
年
に
「
勅
し
て
桑
持
に
帰
老
し
て
以
っ
て
天
年
を
尽
く

さ
し
め
ん
と
」
し
た
こ
と
に
つ
づ
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

何
ぞ
出
掛
せ
ん
、
禍
い
有
隙
に
生
じ
、

」
に
至
り
て
安
か
ら
ざ
る

を

で〉

て
す
*~ l立
ば一

期致
わ｛吏

ち不
註安
E司 しーー£釜ゑ

lこ内に
学芸守
可；乙
か。
ら若
ざし
る明

ら
か

若
し
（
我
に
）
相
い
従
う
の
姑
め
を
論
ず
れ
ば
間
関
わ
ち
八

罪
状
軽
減
の
八
つ
の
ケ
ー
ス
）
有
り
。
放
に
其
の
名
を
奪
わ

ず
し
て
其
の
禄
を
奪
、
っ
、
此
れ
留
の
大
体
な
り
。

の
あ
い
だ
の

と
は
胡
憶
席
と
の
不
仲
を
指
す
だ
ろ
う
。

洪
武
六
年
じ
月
十
三
日
、

首
相
）

う
れ

と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
劉
基
は
「
大
い
に
諮
え
、
に
謂
い
て
日

し

し

る

し

さ

い

わ

い

主
口
が
一
一
口
口
を
龍
て
験
あ
ら
ざ
ら
し
む
れ
ば
菅
生
の
福
な
り
。

わ
く
、
い
て
験
あ
れ
ば
其
れ
蒼
生
を
如
何
せ
ん
い
と
」
と
、

は
伝
え
る
。

七
月
、
朝
廷
に
謝
罪
に
赴
く
度
前
、

を
知
っ
た
う
え
で
の
発
言
で
あ
れ
ば
、

で
あ
る
ば

…
一
つ
め
の

か
り
で
な
く
、
そ
れ
が
太
祖
の
耳
に
達
し
た
と
す
れ
ば

を
批
判
し
た
と
い
う
点
で
、

一
種
の
越
権
行
為
と
な
る
だ
ろ
、
っ
。
こ
れ

は
彩、

の
龍
測
で
あ
る
。

五
け
っ
き
ょ
く
劉
基
は
「
其
の
名
を
潔
く
せ
ざ
る
」
こ
と
に
内
心
象
服

は
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
太
植
に
非
が
あ
る
と
ま
で
は
思
わ
な
い

ま
で
も
、
誤
解
が
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
洪
武
八
年

一
二
月
に
帰
郷
し
、

一
ヶ
丹
後
に
亡
く
な
る
数
日
前
、
次
予
毅
仲
環
に
文

点
字
を
渡
し
な
が
ら
、
「
胡
散
腐
は
必
ら
ず
敗
れ
ん
。
我
遺
表
を
奉
ら
ん

と
欲
す
る
も
益
無
き
な
り
。
日
後
、
上
必
ら
ず
我
を
怠
わ
ん
。
関
、
つ
有

みぷ去、

る
を
持
ち
て
、
市
均
一
に
密
か
伯

と
命
じ
た
と
、
「
行
状
」

て
い
る
。

な

つ
い
て
い
え
ば
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
詩
の
第
五
段
四

に
お
い
て
は
無
実
の
巻
き
添
え
を
く
っ
て
い
る
。

ニ
十
一
二
年

一
一
六
一
一
一
）
以
降
の
経
燈
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
間
二
十
閏
年
十

月
に
病
気
の
た
め
に
帰
郷
し
、
洪
武
二
年

一
一
…
六
九
）
一
一
月
に
援
帰
し
て

編
集
を
総
裁
、
六
月
に
翰

林
学
士
、
四
年
二
月
国
子
育
業
、
五
年
二
月
札
部
主
事
、

丹
太
子

六
年
七
月
翰
林
侍
講
学
士
、
七
年
二
月
に

カ宝

完
成
す
る
と
「
進
め
る
表
」
を
著
わ
し
、
八
年
正
月
六
日
に
は
「
上
、

）
と
あ
り
、
劉
基
の
詩
句
か

い
あ
た
る
よ
う
な
事
例
は
ま
っ
た
く
無
い
。



も
つ

て
も
太
握

て
お
り

の
作
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
か
ね
て
か
ら

の
毘
か
た
で
あ
る
が
、

の
死
誌
の
こ
と
、
あ
る
い
は
、
洪

の
ク

i
デ
タ

i
計
画
が
発

の
苑
の
ふ
別

っ
た
あ
と
、

つ

年
ま
で
く
だ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

103 




